






:はじめに: 

近年、都市部を中心に乳歯のう蝕は減少傾向にあるといわれている｡しかし、その反面、歯

肉炎の低年齢化や不正咬合が増大してきているともいわれている｡また、う蝕罹患傾向は都

市部で低く地方で高い傾向にあり、その地域差はかなり大きい。 

一方、現在までの歯科医療は主訴に対する治療偏重であったことは否めないし、歯科保健

活動は、う蝕中心のものであったと言っても過言ではないであろう｡換言するならば、今ま

での歯科医療、歯科保健は、ある時間的断面の歯のみに集中していたためにその弊害とし

て前述のような現状を呈していると考えられる｡歯ではなく人として､断面でなくして

life cycle 全体の中で幼児を捉えて、医療、保健活動を展開させていくことが今後の課題

であると考えられる。そのためには歯科疾患を歯科界だけの問題とせず、種々の分野(特に

パラレルメディカル、パラデンタル)の人々との連携のもとに展開させていく必要がある。 

このような基本的視点に立って、現在、乳幼児のおかれている医療保健環境と歯科疾患の

状況を全国規模で把握し、今後の歯科保健の向上のために資することを目的とし、本研究

を実施した｡ 


